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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
農
業
委
員
会
活
動
に
格
別
な
る
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
水
稲
作
況
指
数
は
一
〇
一
と
な
り
、

一
等
米
比
率
も
高
く
、
収
量
品
質
も
良
好
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
業
務
用
米
の
需
要
が
減
り
、
予
期
せ
ぬ
過
剰
在

庫
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
概
算
金
が
大
幅
に
下
落
し
、
農
業

者
に
と
っ
て
は
農
業
経
営
の
存
続
に
関
わ
る
状
況
に
置
か
れ
た
不
安
と

苛
立
ち
が
募
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
農
地
は
農
業
生
産
の
基
盤
で
あ
り
、
地
域
の
貴
重

な
資
源
で
す
。
優
良
農
地
を
守
り
、
有
効
利
用
を
促
進
す
る
事
は
我
が

国
の
食
料
の
安
定
供
給
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
任
務
で
あ
り
、
農
業

委
員
会
の
使
命
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
手
を
携

え
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
及
び
新

規
参
入
の
推
進
な
ど
農
地
利
用
の
最
適
化
を
促
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
も
、
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
持
続
可
能
な
農
業
の
構
築
に
向
け
本
年
も
意
欲
的
に
努
め
て
参

る
所
存
で
す
の
で
、
尚
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
の
干
支
「
壬
寅
」（
み
ず
の
え
・
と
ら
）
は
「
陽
気

を
孕
（
は
ら
）
み
春
の
胎
動
を
助
く
」、
冬
が
厳
し
い
ほ
ど
春
の
芽

吹
き
は
生
命
力
に
溢
れ
、
華
々
し
く
生
ま
れ
る
年
に
な
る
こ
と
を
願

い
、
市
民
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
崎
市
農
業
委
員
会　

会
長　

佐
々
木　

政　

直

大
崎
市
農
業
委
員
会　

会
長　

佐
々
木　

政　

直

持
続
可
能
な
農
業
の
構
築
に
向
け
て

持
続
可
能
な
農
業
の
構
築
に
向
け
て

大崎市立大貫小学校の児童が育てた水稲のわらを活用し、地元の遠藤キミ子氏が虎の置物を制作
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農地の権利を取得する際の
　　　　　下限面積を引き下げます。

別段面積の設定

農地法第3条申請における主な許可要件

●適用日　令和４年４月１日から

設　　定　　区　　域
設定面積（下限面積）

現　行 変更後

古川地域、松山地域、三本木地域、

鹿島台地域、岩出山地域、田尻地域
５０アール ３０アール

鳴子温泉地域 １０アール（変更なし）

空き家に付属した農地として指定された農地 　１アール（変更なし）
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☎

1．田 の 部
締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額

古 川 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 17,000円 28,000円 12,000円

物納 ― ― ―

未 整 備 地 域 現金 10,800円 18,000円 4,000円
物納 ― ― ―

松 山 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 15,600円 19,000円 14,000円

物納 ― ― ―

未 整 備 地 域 現金 11,800円 15,000円 6,000円
物納 ― ― ―

三 本 木 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 17,100円 20,000円 15,000円

物納 ― ― ―

未 整 備 地 域 現金 11,100円 18,000円 5,000円
物納 ― ― ―

鹿 島 台 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 14,500円 21,000円 5,000円

物納 ― ― ―

未 整 備 地 域 現金 9,500円 15,000円 5,000円
物納 ― ― ―

岩 出 山 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 15,300円 21,000円 5,000円

物納 60㎏ 60㎏ 60㎏

未 整 備 地 域 現金 8,600円 12,000円 5,000円
物納 56㎏ 60㎏ 46㎏

鳴 子 温 泉 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 ― ― ―

物納 ― ― ―

未 整 備 地 域 現金 3,400円 3,400円 3,400円
物納 31㎏ 52㎏ 23㎏

田 尻 地 域
基 盤 整 備 地 域 現金 15,100円 20,000円 13,000円

物納 ― ― ―

未 整 備 地 域 現金 10,900円 15,000円 5,000円
物納 ― ― ―

（ 参 考 ） 大　 崎　 市　 平　 均 現金 12,400円 ― ―
物納 49㎏ ― ―

2．畑　の　部
締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額

古 川 地 域 7,000円 12,400円 3,000円
松 山 地 域 ― ― ―
三 本 木 地 域 11,000円 15,000円 5,000円
鹿 島 台 地 域 8,800円 15,000円 5,000円
岩 出 山 地 域 ― ― ―
鳴 子 温 泉 地 域 ― ― ―
田 尻 地 域 7,500円 10,000円 5,000円

（ 参 考 ） 大　 崎　 市　 平　 均 8,600円 ― ―
※地域の平均に比べて著しく低額あるいは高額なものは除いてあります。
※金額は算出結果を四捨五入し 100 円単位としています。
※物納は算出結果を四捨五入しています。

　令和２年１０月から令和３年９月までに締結（公告）された農地の賃貸借における賃借料水準（１０ａ
当たり）は、以下のとおりです。
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昨
年
十
月
五
日
、
大
崎
市
に
対
し
、

令
和
三
年
産
米
価
の
大
幅
下
落
で
苦
境

に
立
た
さ
れ
る
稲
作
農
家
の
支
援
を
求

め
る
緊
急
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
々
木
政
直
会
長
と
熊
谷
安
正
会
長

職
務
代
理
者
が
大
崎
市
農
業
委
員
会
を

代
表
し
て
大
崎
市
役
所
を
訪
れ
、
伊
藤

康
志
大
崎
市
長
に
要
請
書
を
提
出
し
、

米
の
需
給
改
善
対
策
や
金
融
支
援
策
を

早
急
に
講
じ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

昨
年
十
月
二
十
七
日
、
大
崎
市
農
業
委
員

会
は
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
を
始
め
、
一
日
女
性
農
業
委
員
会
で
い

た
だ
い
た
意
見
を
集
約
し
、「
大
崎
市
の
農

業
振
興
策
に
関
す
る
政
策
提
案
」
と
し
て
次

の
七
項
目
を
、
伊
藤
市
長
に
提
出
し
ま
し

た
。

①
米
価
下
落
に
対
す
る
緊
急
対
策

②
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
、
強
化

③
農
地
の
有
効
利
用
・
遊
休
農
地
解
消
対
策

④
新
規
就
農
者
の
確
保
・
担
い
手
の
育
成
対

策
・
女
性
農
業
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ

く
り

⑤
大
崎
市
の
特
徴
あ
る
農
業
の
Ｐ
Ｒ
・
情
報

発
信

⑥
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

⑦
そ
の
他
（
防
災
減
災
対
策
、
雇
用
の
創
出

と
地
域
活
性
化
）

農
地
等
利
用
状
況
調
査
を
実
施

　

遊
休
農
地
や
農
地
の
無
断
転
用
の
実
態
を
把
握
す

る
た
め
、
昨
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
よ
る
農
地
等
利

用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
新

た
な
遊
休
農
地
や
無
断
転
用
が
疑
わ
れ
る
農
地
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
を
管
理
せ
ず
に
放
置
し
続
け
た
場
合
、
病
害

虫
の
発
生
を
招
き
や
す
く
な
る
ほ
か
、
有
害
鳥
獣
の

隠
れ
場
や
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
場
所
に
も
な
り
や
す

く
、
さ
ら
に
は
、
火
災
や
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

健
全
な
農
地
の
維
持
と
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

今
後
、
該
当
農
地
の
所
有
者
・
使
用
者
へ
の
指
導
を

行
う
ほ
か
、
無
断
転
用
に
つ
い
て
も
指
導
を
行
い
ま

す
。
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大崎市社会福祉協
議会へ寄贈する活
動も行っています。

収穫した米は、
塩むすびにして
頬張りました。

取材　菅　原　ひろみ 委員

田尻地域

収穫した米

わくわく農業体験!!わくわく農業体験!!わくわく農業体験!!

人間代かきが、
足でふんだりし
て楽しかったで
す。（みゆう）

人間代かきが、
足でふんだりし
て楽しかったで
す。（みゆう）

稲刈りは初めて
だったこともあ
り、楽しかった
です。（あずさ）

稲刈りは初めて
だったこともあ
り、楽しかった
です。（あずさ）

田んぼのいろんな
ことが学習でき
たので楽しかった
です。（かなた）

田んぼのいろんな
ことが学習でき
たので楽しかった
です。（かなた）

種もみまきが
楽しかったで
す。（さゆり）

種もみまきが
楽しかったで
す。（さゆり）

人間代かきで
は、つかれたけ
ど楽しかったで
す。（やまと）

人間代かきで
は、つかれたけ
ど楽しかったで
す。（やまと）

代かきでは、走
って田んぼをな
らすのが楽しか
ったです。
（まなと）

代かきでは、走
って田んぼをな
らすのが楽しか
ったです。
（まなと）

どれもうまくで
きたので、楽し
かったです。
（かのん）

どれもうまくで
きたので、楽し
かったです。
（かのん）

いろいろ大 変
だったけれど、
楽しかったです。
（こたろう）

いろいろ大 変
だったけれど、
楽しかったです。
（こたろう）

全部の活動が
楽しかったで
す。（せいま）

全部の活動が
楽しかったで
す。（せいま）

田んぼの活動
楽しすぎ!!
（まさと）

田んぼの活動
楽しすぎ!!
（まさと）

人間代かきでは、
走ってつかれたけ
ど、とても楽しかっ
たです。（なおき）

人間代かきでは、
走ってつかれたけ
ど、とても楽しかっ
たです。（なおき）
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　昨年、１１月１１日に開催された第６回宮城県農業委員会大会において、長年の活動実績が認められ大
崎市農業委員会から１名の農業委員と２名の農地利用最適化推進委員が受賞されました。

【宮城県知事感謝状表彰】　
　　横　山　藏　人　氏（農業委員）　　

【一般社団法人宮城県農業会議会長表彰】　
　　三　塚　秀　一　氏（農地利用最適化推進委員）
　　佐々木　良　一　氏（農地利用最適化推進委員）

古
川
地
域　

大　

友　

真　

希
さ
ん

　

今
回
は
古
川
師
山
地
区
で
野
菜
を
栽

培
し
て
い
る
就
農
三
年
目
の
笑
顔
が
素

敵
な
大
友
真
希
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

問　

農
業
に
興
味
を
持
ち
携
わ
っ
た

き
っ
か
け
は
？

答　

母
が
野
菜
を
作
っ
て
い
る
姿
を
見

て
い
る
う
ち
に
面
白
そ
う
だ
な
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
転
職
を

機
に
思
い
切
っ
て
農
業
大
学
校
の
研
修

制
度
を
利
用
し
農
業
の
世
界
に
飛
び
込

み
ま
し
た
。

問　

経
営
内
容
は
？

答　

主
に
ネ
ギ
栽
培
を
軸
に
、
そ
の
他

色
々
な
品
目
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
栽
培
し
て
み
た
い
野
菜
を
毎
年
考

え
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

問　

農
業
を
や
っ
て
い
て
大
変
だ
と
思

う
こ
と
は
？

答　

毎
年
天
候
が
違
う
の
で
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
栽
培
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
大
変
で
す
。
ま
た
、
価
格
の
変
動

な
ど
も
年
に
よ
っ
て
違
う
の
で
予
測
す

る
の
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

問　

農
業
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と

思
う
こ
と
は
？

答　

全
て
自
分
で
計
画
を
立
て
て
仕
事

が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
失
敗
も
あ
り

ま
す
が
、
自
分
で
修
正
し
成
功
し
た
時

に
は
嬉
し
さ
や
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
野
菜
部
会
や
直
売
イ
ベ
ン
ト
に

も
参
加
す
る
こ
と
で
多
く
の
人
と
交
流

で
き
、
色
々
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
活

動
で
き
楽
し
い
で
す
。

問　

今
後
の
抱
負
は
？

答　

こ
れ
か
ら
知
識
や
経
験
を
増
や
し

て
高
品
質
の
野
菜
を
消
費
者
の
皆
さ
ん

に
届
け
た
い
で
す
。

　

是
非
、
お
い
し
い
古
川
の
野
菜
を
食

べ
て
く
だ
さ
い
！

　

最
近
の
異
常
気
象
や
コ
ロ
ナ
禍
で
農

作
物
の
栽
培
や
販
売
は
予
測
し
づ
ら
く

難
し
い
判
断
が
迫
ら
れ
る
事
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
若
手
農
業
者

が
増
え
る
こ
と
で
農
業
の
活
性
化
が
促

進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

取
材　

佐
々
木　

俊
通　

委
員

第6回宮城県農業委員会大会で受賞第6回宮城県農業委員会大会で受賞

受　賞　者

横　山　藏　人　氏 三　塚　秀　一　氏 佐々木　良　一　氏
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古
川
地
域　

㈱
て
く
て
く
フ
ァ
ー
ム　

代
表　

佐　

藤　

雅　

俊
さ
ん

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

　

今
回
の
が
ん
ば
る
農
業
者
は
、
古

川
荒
谷
地
区
の
農
業
生
産
法
人
「
㈱

て
く
て
く
フ
ァ
ー
ム
佐
藤
雅
俊
さ

ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。
主
な
経
営
内

容
は
、
野
菜
を
生
産
し
て
お
り
、
構

成
員
は
、
家
族
三
名
、
従
業
員
九
名

で
す
。

問　

就
農
年
齢
は
？

答　

就
農
は
二
十
一
歳
で
、
農
業
生

産
法
人
設
立
は
三
十
歳
で
す
。

問　

作
付
し
て
い
る
作
物
は
？

答　

施
設
栽
培
…
ナ
ス
、
レ
タ
ス
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ

露
地
栽
培
…
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

問　

就
農
し
た
き
っ
か
け
は
？

答　

父
親
か
ら
勧
め
ら
れ
て
農
業
を

し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
農
業

の
知
識
が
少
な
く
て
農
業
短
大
に
入

学
し
ま
し
た
。
ま
た
種
子
業
者
や
同

業
者
の
も
と
で
研
修
な
ど
を
通
し

て
、
周
り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

少
し
ず
つ
知
識
や
自
信
を
付
け
て
く
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

問　

農
業
を
し
て
良
か
っ
た
事
は
？

答　

失
敗
し
た
事
が
沢
山
あ
り
ま
し
た

が
、
自
分
で
考
え
て
栽
培
し
た
作
物
が

良
く
で
き
た
時
が
凄
く
嬉
し
い
で
す
。

判
ら
な
い
事
や
忙
し
い
時
に
助
け
て
く

れ
る
方
々
が
身
近
に
い
て
く
れ
て
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。

問　

今
後
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い

事
は
？

答　

農
業
の
規
模
拡
大
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
資
材
の
高

騰
や
不
安
定
な
作
物
価
格
等
で
悩
ん
で

い
ま
す
。
資
金
面
が
安
定
で
き
れ
ば

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
仕
事
が
で
き
て
き
た
の

は
知
人
や
近
隣
の
方
々
の
お
か
げ
で

す
。
ま
ず
は
、
地
域
貢
献
を
し
て
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
に
恩
返
し
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
が
、
資
材
の
高
騰
や
不
安
定
な
作
物

価
格
等
で
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
の
が

現
実
。
雅
俊
さ
ん
の
よ
う
な
、
農
業
を

担
う
若
者
が
こ
の
先
も
安
心
し
て
農
業

が
続
け
ら
れ
、
発
展
で
き
る
よ
う
な
世

の
中
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

�

取
材　

小
野
寺　

正
晃　

委
員

　

高
倉
蘖
太
鼓
は
、
平
成
三
年
に
高
倉
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
「
高
倉
こ
ど
も
太

鼓
サ
ー
ク
ル
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
か
ら
大
人
の
部
も
創
設
さ
れ
、
加
美
町
の
莱
鳴
太
鼓
の
柴
田
さ
ん
か
ら
指

導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。「
大
人
の
部
と
言
っ
て
も
、
最
初
は
私
一
人
で
市
民
会
館
で

披
露
し
た
ん
で
す
」
と
、
高
倉
地
区
太
鼓
連
絡
協
議
会
の
門
脇
会
長
は
笑
っ
て
話
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
人
の
部
で
は
全
国
大
会
に
出
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
会
員
も

六
名
に
増
え
、
や
が
て
会
員
が
子
供
の
指
導
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
学
・
高
校
生
の
部
が
創
設
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
十
年
の
「
ふ
る
か
わ
市

民
創
作
劇
場
」
に
出
演
し
た
際
に
、
劇
中
で
平
和
な
村
に
起
き
た
災
害
に
絶
望
す
る
村

人
達
が
、
落
雷
で
倒
れ
た
銀
杏
か
ら
吹
い
た
若
い
芽“

ひ
こ
ば
え
＂
か
ら
希
望
を
与
え

ら
れ
た
場
面
に
感
銘
し
た
こ
と
か
ら
、
苦
境
の
中
で
も
芽
を
吹
く
蘖
の
よ
う
に
力
強
く

生
き
る
よ
う
に
と
、
平
成
十
一
年
に
高
倉
蘖
太
鼓
と
命
名
し
ま
し
た
。
今
で
は
世
代
間

の
枠
は
な
く
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
数
は
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
十
六
名
程
で
す
。
以
前
ま
で
は
週
二
回

以
上
練
習
し
、
大
会
や
講
演
等
に
は
年
間
四
十
回
程
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
活
動
で
き
な
い
状
況
で
し
た
が
、
昨
年
の

夏
頃
か
ら
少
し
ず
つ
活
動
を
再
開
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
先
は
、
一
刻
も
早
く
元
の
活
動

規
模
に
戻
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
こ
と

と
、
会
を
存
続
し
て
い
く
た
め
に
学
生
の
方

等
の
若
い
人
達
に
是
非
、
高
倉
蘖
太
鼓
を

知
っ
て
も
ら
い
、
で
き
れ
ば
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
高
倉
地
区
太
鼓
連
絡
協

議
会　

門
脇
勝
文
会
長

（
電
話　

０
９
０­

―
２
８
８
６­

―
０
０
８
１
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

取
材　

鈴
木　

至　

委
員
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あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
世
界
中
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ

私
た
ち
の
環
境
が
一
変
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
普
通
の
生
活
が

で
き
な
く
な
り
、
眼
に
見
え
な
い

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
の
日
々
で
し

た
。
第
六
波
が
襲
来
の
恐
れ
が
あ

り
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
米
価
も
こ
れ
ま

で
に
な
い
ほ
ど
下
落
し
、
農
業
経

営
者
は
皆
肩
を
落
と
し
て
お
り
ま

す
。
我
々
は
農
業
に
従
事
す
る
皆

さ
ま
に
笑
顔
を
取
り
戻
し
て
も
ら

う
た
め
に
如
何
な
る
手
立
て
を
す

べ
き
か
協
議
し
、
真
剣
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
今
の
生
活
を
維
持

し
な
が
ら
一
日
も
早
く
皆
さ
ま
と

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
心
掛
け
、

精
進
し
て
世
界
農
業
遺
産
の
こ
の

大
崎
耕
土
を
守
り
続
け
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

菅
原　

ま
り
子

「大崎市農業委員会だより」第２７号（令和３年９月１日発行）表紙に掲載しました内容について
次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
　　誤）「誠実・勤倹・協同一致」　正）「誠実・勤倹・共同一致」

農業者年金制度が改正されます農業者年金制度が改正されます

鹿島台地域

下 山 勝 男 さん

これまでの保険料

改正後の保険料

1万円 2万円 6万7千円

　

下
山
勝
男
さ
ん
は
お
米
作
り
が
何
よ
り
の
生
き

甲
斐
で
、
八
十
三
歳
の
今
も
な
お
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
田
を
耕
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
田
植
え
と
稲
刈

り
は
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
育
苗
や
水
管
理
、

草
刈
に
耕
起
作
業
は
一
人
で
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
の
加
入
は
制
度
発
足
時
に
、
当
時

の
農
業
委
員
よ
り
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
県
外

の
大
学
に
通
う
お
孫
さ
ん
に
、
年
金
か
ら
お
小
遣

い
を
渡
す
の
が
楽
し
み
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

な
か
な
か
帰
省
で
き
ず
会
え
な
い
の
が
寂
し
い
と

の
こ
と
。
ま
た
、
同
居
す
る
娘
夫
婦
の
収
入
に
も

少
な
か
ら
ず
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
不
測
の
事
態
に
も
農
業
者
年
金
と
国
民

年
金
の
お
か
げ
で
、
多
少
な
り
と
も
家
族
の
支
え

に
な
れ
て
い
る
こ
と
に
、
つ
く
づ
く
加
入
し
て
い

て
良
か
っ
た
と
実
感
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
孫
が
大
学
院
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
卒
業

す
る
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
現
役
で
す
」
と
穏
や
か
な

笑
み
を
浮
か
べ
、
六
年
前
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
奥
様
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
帽
子
を
被
り
、

今
日
も
元
気
に
田
ん
ぼ
の
見
回
り
に
向
か
わ
れ
る

姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

取
材　

下
山　

信
行　

委
員


